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Ⅰ．令和 年度第 回日本学術会議中部地区会議運営協議会
富山大学事務局 階大会議室及びオンライン会議

Ⅱ．令和 年度日本学術会議中部地区会議

学術講演会「未病から を考える」
富山大学五福キャンパス黒田講堂会議室及びオンライン開催

「未病の科学的な定義化から始める未病学開拓の初めの一歩」
小泉 桂一（富山大学学術研究部薬学・和漢系 教授）

「ラマン分光法による前がん状態（未病）の検出」
大嶋 佑介（富山大学学術研究部工学系 特命教授）

「脳機能と運動器の連関： の分子研究」
東田 千尋（富山大学学術研究部薬学・和漢系 教授）

「 を目指して レジリエンスな心のために」
新田 淳美（富山大学学術研究部薬学・和漢系 教授）

「未病と現代の子どもの生活習慣」
藤本 孝子（富山大学学術研究部教育学系 准教授）

Ⅲ．日本学術会議会員・連携会員コーナー

「アーミッシュ から学べること」
大藪 千穂（日本学術会議連携会員

岐阜大学教育学部教授 副学長 機構長補佐）

Ⅳ．日本学術会議中部地区科学者懇談会コーナー

「日本学術会議第 回総会傍聴記」
森 寿（科学者懇談会富山県幹事 富山大学学術研究部医学系教授）

 
Ⅴ 中部地区科学者懇談会新規会員について
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ⅠⅠ．．令令和和 年年度度第第 回回日日本本学学術術会会議議

中中部部地地区区会会議議運運営営協協議議会会

議議事事録録はは以以下下のの通通りりでですす。。

開催日時 令和 年 月 日（金）

： ～ ：

開催場所 富山大学事務局 階大会議室及び

オンライン会議

（ ミーティング）

出 席 者 ※ オンライン参加

【日本学術会議中部地区会議運営協議会委員】

高田 広章（中部地区会議代表幹事

名古屋大学

未来社会創造機構教授）

※久木田直江（静岡大学名誉教授）

※野口 晃弘（南山大学経営学部経営学科

教授）

※小畑 郁（名古屋大学大学院法学研究科

教授）

※大藪 千穂（岐阜大学教育学部教授

副学長 機構長補佐）

※後藤 英仁（三重大学医学部医学科教授）

張 勁（富山大学学長補佐

学術研究部理学系教授）

※永井由佳里（北陸先端科学技術大学院大学

（ 理事 副学長）

※西 弘嗣（福井県立大学恐竜研究所

所長）

※石原 一彰（名古屋大学大学院工学研究科

教授）

【日本学術会議中部地区科学者懇談会各県幹事】

松田 正久（科学者懇談会幹事長

愛知教育大学名誉教授・元学長）

竹内 章（富山大学名誉教授）

森 寿（富山大学学術研究部医学系教授）

福森 義宏（金沢大学名誉教授）

※野村 真理（金沢大学名誉教授）

山本富士夫（福井大学名誉教授）

※奥村 幸久（信州大学学術研究院工学系

教授）

※竹下 徹（信州大学名誉教授）

※山本 公徳（岐阜大学地域科学部教授）

鈴木 滋彦（静岡県立農林環境専門職大学

学長）

※塩尻 信義（静岡大学理事・副学長）

和田 肇（名古屋大学名誉教授）

※吉岡 基（三重大学理事 研究・情報担当

副学長）

【日本学術会議】

三枝 信子（日本学術会議副会長）

熊谷 勝美（日本学術会議事務局次長）

大山 研次（日本学術会議事務局企画課

課長補佐）

中島 和（日本学術会議事務局企画課

広報係長）

【陪 席】

林 紀英（名古屋大学研究協力部長）

小暮 光生（名古屋大学研究協力部

研究企画課長）

松本 豊（名古屋大学研究協力部

研究企画課課長補佐）

神谷 康一（名古屋大学研究協力部

研究企画課専門員）

西山 和彦（富山大学研究推進部長）

西川 幹郎（富山大学研究推進部

研究振興課長）

豊田 幸子（富山大学研究推進部

研究振興課長補佐）

谷本 和也（富山大学研究推進部

研究振興課係長）

北野 敦子（岐阜大学研究推進部

研究推進課課長補佐）

田中みずほ（岐阜大学研究推進部

研究推進課研究総括係長）

保柳 康一（信州大学名誉教授

日本学術会議中部地区

科学者懇談会各県幹事候補者）

瀬戸美奈子（三重大学教育学部教授

日本学術会議中部地区

科学者懇談会各県幹事候補者）
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議議 事事

１１．．中中部部地地区区会会議議運運営営協協議議会会ににつついいてて

高田代表幹事から、開会の挨拶の後、資料

に基づき、出席者から所属している部や専門分

野等について自己紹介があった。次いで、本日

の中部地区会議運営協議会は、科学者懇談会と

同時開催したいとの提案があり、これを了承し

た。

続けて、資料 ～ に基づき、運営協議会

委員名簿、日本学術会議地区会議運営要綱等を

確認した。

２２．．地地区区会会議議代代表表幹幹事事のの報報告告

高田代表幹事から、 月 日～ 日に開催さ

れた第 回総会について報告があり、詳しい

内容については、後刻の「各県幹事との打合せ

会」で、科学者懇談会富山県幹事の森先生より、

総会傍聴記についてご報告をいただくことして

いるとの説明があった。

次いで、高田代表幹事から、資料 ～ に

基づき、中部地区会議の会員、連携会員数の状

況について報告があった。

３３．．学学術術講講演演会会ににつついいてて

高田代表幹事から、後刻の「各県幹事との打

合せ会」で、学術講演会の進め方等について審

議願いたい旨説明があった。

４４．．地地区区会会議議ニニュューーススににつついいてて

高田代表幹事から、資料 ～ に基づき、

次号（№ ）発行のための原稿執筆者について、

前回までの運営協議会でご承認いただいたルー

ルに基づいて、以下のとおりご依頼差し上げた

い旨提案があり、審議の結果、運営協議会とし

てこれを了承した。

○ 会員・連携会員コーナー：

岐阜県連携会員の大藪千穂先生（岐阜大学

教育学部教授 副学長 機構長補佐）にご執

筆いただく。

○ 科学者懇談会コーナー

（日本学術会議総会傍聴記）：

富山県幹事の森寿先生（富山大学学術研究

部医学系教授）にご執筆いただく。

なお、次々号（№ ）で、総会傍聴記を執筆

いただくため、 岐阜県幹事の山本公徳先生（岐

阜大学地域科学部教授）に、令和 年 月に開

催（予定）される第 回日本学術会議総会に

ご出席いただきたい旨説明があった。

また、現地出席の場合、旅費は科学者懇談会

より支出する旨の説明があった。

次いで、高田代表幹事から、地区会議ニュー

スの今後の発行方法についてご意見を伺いたい

旨の発言があり、現時点では紙媒体での配付（郵

送）となっているが、より多くの方へ配信可能

である伝達方法への変更及び中部地区会議の予

算状況の点より 配信（メール配信）とした

い旨の提案があり、議論の結果、 （

月頃）は紙媒体での配付（郵送：その際に送付

状にて次号より 配信になることの周知）を

行い、 （ 月頃）より 配信とする

こととした。

５５．．令令和和 年年度度中中部部地地区区会会議議事事業業実実施施報報告告ににつつ

いいてて

高田代表幹事から、昨年度の中部地区会議事

業実施報告について説明いただきたい旨発言が

あり、小暮名古屋大学研究企画課長から、資料

に基づき、中部地区会議の令和 年度の事業

実施報告について説明があった。

６６．．次次回回地地区区会会議議のの開開催催ににつついいてて

高田代表幹事から、資料 に基づき、次回

地区会議の開催について、持ち回り順により岐

阜県にご依頼差し上げたい旨説明があった。な

お、開催時期については、当番校で調整した結

果、令和 年 月 日（金）を予定している旨

案内があった。また、令和 年度の地区会議開

催持ち回り順として、春は石川県、秋は愛知県

が担当することを決定した。

次いで、高田代表幹事から、資料 に基づ

き、地区会議と地方学術会議との関係及び共同

開催の可能性について説明があった。三枝日本

学術会議副会長及び事務局からも地方学術会議

についての補足説明があり、議論の結果、令和

年度春の地区会議開催予定校である石川県に

おいて共同開催のご検討をお願いすることとし、

その結果を踏まえて中部地区会議から地方学術

会議へ提案させていただくこととした。
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議議 事事

１１．．中中部部地地区区会会議議運運営営協協議議会会ににつついいてて

高田代表幹事から、開会の挨拶の後、資料

に基づき、出席者から所属している部や専門分

野等について自己紹介があった。次いで、本日

の中部地区会議運営協議会は、科学者懇談会と

同時開催したいとの提案があり、これを了承し

た。

続けて、資料 ～ に基づき、運営協議会

委員名簿、日本学術会議地区会議運営要綱等を

確認した。

２２．．地地区区会会議議代代表表幹幹事事のの報報告告

高田代表幹事から、 月 日～ 日に開催さ

れた第 回総会について報告があり、詳しい

内容については、後刻の「各県幹事との打合せ

会」で、科学者懇談会富山県幹事の森先生より、

総会傍聴記についてご報告をいただくことして

いるとの説明があった。

次いで、高田代表幹事から、資料 ～ に

基づき、中部地区会議の会員、連携会員数の状

況について報告があった。

３３．．学学術術講講演演会会ににつついいてて

高田代表幹事から、後刻の「各県幹事との打

合せ会」で、学術講演会の進め方等について審

議願いたい旨説明があった。

４４．．地地区区会会議議ニニュューーススににつついいてて

高田代表幹事から、資料 ～ に基づき、

次号（№ ）発行のための原稿執筆者について、

前回までの運営協議会でご承認いただいたルー

ルに基づいて、以下のとおりご依頼差し上げた

い旨提案があり、審議の結果、運営協議会とし

てこれを了承した。

○ 会員・連携会員コーナー：

岐阜県連携会員の大藪千穂先生（岐阜大学

教育学部教授 副学長 機構長補佐）にご執

筆いただく。

○ 科学者懇談会コーナー

（日本学術会議総会傍聴記）：

富山県幹事の森寿先生（富山大学学術研究

部医学系教授）にご執筆いただく。

なお、次々号（№ ）で、総会傍聴記を執筆

いただくため、 岐阜県幹事の山本公徳先生（岐

阜大学地域科学部教授）に、令和 年 月に開

催（予定）される第 回日本学術会議総会に

ご出席いただきたい旨説明があった。

また、現地出席の場合、旅費は科学者懇談会

より支出する旨の説明があった。

次いで、高田代表幹事から、地区会議ニュー

スの今後の発行方法についてご意見を伺いたい

旨の発言があり、現時点では紙媒体での配付（郵

送）となっているが、より多くの方へ配信可能

である伝達方法への変更及び中部地区会議の予

算状況の点より 配信（メール配信）とした

い旨の提案があり、議論の結果、 （

月頃）は紙媒体での配付（郵送：その際に送付

状にて次号より 配信になることの周知）を

行い、 （ 月頃）より 配信とする

こととした。

５５．．令令和和 年年度度中中部部地地区区会会議議事事業業実実施施報報告告ににつつ

いいてて

高田代表幹事から、昨年度の中部地区会議事

業実施報告について説明いただきたい旨発言が

あり、小暮名古屋大学研究企画課長から、資料

に基づき、中部地区会議の令和 年度の事業

実施報告について説明があった。

６６．．次次回回地地区区会会議議のの開開催催ににつついいてて

高田代表幹事から、資料 に基づき、次回

地区会議の開催について、持ち回り順により岐

阜県にご依頼差し上げたい旨説明があった。な

お、開催時期については、当番校で調整した結

果、令和 年 月 日（金）を予定している旨

案内があった。また、令和 年度の地区会議開

催持ち回り順として、春は石川県、秋は愛知県

が担当することを決定した。

次いで、高田代表幹事から、資料 に基づ

き、地区会議と地方学術会議との関係及び共同

開催の可能性について説明があった。三枝日本

学術会議副会長及び事務局からも地方学術会議

についての補足説明があり、議論の結果、令和

年度春の地区会議開催予定校である石川県に

おいて共同開催のご検討をお願いすることとし、

その結果を踏まえて中部地区会議から地方学術

会議へ提案させていただくこととした。

７７．．科科学学者者懇懇談談会会各各県県幹幹事事ととのの打打合合せせ会会

松田幹事長から挨拶の後、資料 ～ に基

づき、幹事一覧、規約及び会員名簿についての

報告があった。

次いで、資料 ～ に基づき、新会員 人の

加入について提案があり、審議の結果、これを

了承した（新規会員については、23 ページの名簿

を参照ください）。

次いで、資料 ～ に基づき、幹事の交代

について提案（長野県幹事 竹下 徹→保柳 康一、

三重県幹事 綾野 誠紀→瀬戸 美奈子）があり、

審議の結果、これを了承した（幹事一覧は 24 ペ

ージの「科学者懇談会幹事一覧」を参照ください）。

次いで、小暮名古屋大学研究企画課長から、

資料 に基づき、令和 年度科学者懇談会収

支について報告があった。

次いで、森富山県幹事から、資料 に基づき、

月 日～ 日に開催された第 回総会に

ついて報告があり、今回の総会では、初日午前

の総会 では、「研究力強化と学術会議への期

待」のテーマで 名の先生による講演が行われ

たとの説明があった。

午後の総会 では、まず第 期 年目の活

動状況に関する外部評価報告が長谷川眞理子座

長より行われた。会員任命問題については、日

本学術会議の対応は真摯であり、法の拙速な改

正を阻止できたことは、大きな成果であったと

評価された。今後の政府との建設的な議論への

期待、日本学術会議の新たな制度設計に向けた

取り組みへの期待が示されたとの説明があった。

引き続き討議 では、日本学術会議のあり方

について現状報告があり、続いて議論が交わさ

れた。

日目午後の討議 では、「日本学術会議の法

人化に向けて（令和 年 月 日）」に対する

声明案の説明、意見聴取、質疑応答が行われ、

続いて第 期のアクションプランについて、質

疑応答が行われ、活発な討議が行われたとの説

明があった。

次いで、松田幹事長から、この後の学術講演

会については、資料 の式次第に基づき、対

面とオンラインのハイブリッド開催する旨説明

があった。

なお、司会は、張勁先生（富山大学学長補佐

／学術研究部理学系教授）が担当する旨説明が

あった。

また、令和 年 月に開催される予定の第

回日本学術会議総会には、岐阜県山本公徳

幹事に傍聴を依頼することとした。
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ⅡⅡ 令令和和 年年度度

日日本本学学術術会会議議中中部部地地区区会会議議

学学術術講講演演会会

「「未未病病かからら をを考考ええるる」」

開催日時 令和 年 月 日（金）

： ～ ：

開催場所 富山大学五福キャンパス黒田講堂

会議室及びオンライン開催

講 師 ※ 所 属 、 職 名 は 講 演 当 時 の も の

○ 小泉 桂一（富山大学学術研究部

薬学・和漢系 教授）

「未病の科学的な定義化から始める

未病学開拓の初めの一歩」

○ 大嶋 佑介（富山大学学術研究部

工学系 准教授）

「ラマン分光法による前がん状態

（未病）の検出」

○ 東田 千尋（富山大学学術研究部

薬学・和漢系 教授）

「脳機能と運動器の連関：

の分子研究」

○ 新田 淳美（富山大学学術研究部

薬学・和漢系 教授）

「 を目指して

レジリエンスな心のために」

○ 藤本 孝子（富山大学学術研究部

教育学系 准教授）

「未病と現代の子どもの生活習慣」

参 加 者 名（オンライン参加含む）

≪≪学学術術講講演演会会要要旨旨≫≫

近年、健康への意識が高まる中で「未病」と

いう言葉が注目を集めている。「未病」とは「健

康と病気の間にあるゆらぎ状態」を指し、「未病」

に対して治療を行うことは健康寿命の延伸だけ

でなく、医療が高度化し医療費の高額化が進む

現代において健康福祉政策に対する根本的な解

決策となることも期待されている。しかし「未

病」の状態は、いまだ科学的に十分には解明さ

れてはおらず、今日様々な研究が進められてい

るところである。

このような「未病」という課題に対し、富山

大学ではこれまでの東西医薬学の融合研究を発

展させ未病研究センターを設置し、超早期精密

医療への挑戦を進めている。様々な観点からの

未病へのアプローチを紹介することで、人々に

未病を身近なものとして感じてもらい、理解を

深めてもらうことで、 の実現に向け

た社会づくりへ貢献できる。

今回の講演会では、この挑戦的研究の進展を

紹介し学術的理解を深め今後の展望について議

論したい。 
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血症や糖尿病を順次発症していきます。実験に

おいて、 〜 週齢毎に、脂肪組織を摘出し、マ

イクロアレイ解析により、遺伝子発現量に関す

る大規模情報を取得し 理論による解析を行

いました。 週齢目において、遺伝子群のゆらぎ

が急激に増えた結果から、興味深いことに、こ

の 週齢目の時点が、 理論で定義される未

病であることが明らかとなりました。あくまで

一つの定義ですが、伝統医学の概念であった未

病を、我々は 理論に基づき科学的に定義化

できました。これ以降、我々は、 理論で検出

可能な生体情報がゆらぐ状態を未病状態と定義

して研究を行なっております。

この未病研究の目標は、ムーンショット目標

の 年までに、超早期に疾患の予測・予防

をすることができる社会を実現することであり、

未病医療ともいうべき近未来医療を構築するこ

とです。次に、メタボリックシンドロームの未

病状態で検出された、 理論解析により見出

された遺伝子（以降「 遺伝子」）の機能解析

を行いました。言い換えるならば、未病（ゆら

ぎ）の生物学の展開となります。メタボリック

シンドロームの未病状態では、１つではなく数

百個の 遺伝子がいっせいに揺らぐことが確

認できたことから、この 遺伝子群がメタボ

に関連する未病の機能遺伝子であるのかを生物

学的に検証する必要が出てきました。そこで、

現在、ショウジョウバエの遺伝学的な利点を活

かし、 遺伝子機能を迅速に解析しておりま
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す。マウスと比べて、ショウジョウバエは、ヒ

トとの進化的保存性はやや低いですが、ヒト疾

患原因遺伝子の約 は保存されていることか

ら、疾患の生物モデルとして多くの研究が行わ

れています。一方で、マウス実験に関しては、

遺伝子改変マウスの作出に長時間を要するため、

遺伝子改変生物の入手はやや困難ですが、遺伝

子のノックダウン系統がストックセンターに生

きたまま保管されており、迅速に入手可能です。

また、マウスは実験群として 匹程度が使用さ

れますが、ショウジョウバエは 匹程度の多

検体での実験となるので、統計的に有利であり、

またマウスの寿命が 〜 年であるのと比べて、

ショウジョウバエは ヶ月であり、健康寿命の

研究も容易です。そのため我々は、先ほど述べ

た介入候補の 個の 遺伝子に関して脂肪

組織特異的にノックダウンした 種類のショウ

ジョウバエを作出しました。現在、その機能を

解析中です。

次に我々は、近未来医療ともいうべき未病医

療を構築するために、臨床応用が可能な未病（ゆ

らぎ）の検出機器開発を行いました。 年ま

でのムーンショット目標 の目標は、未病の評

価システム（未病の検出機器）の構築です。

（未病）の理論を臨床で役立てるにはどうした

ら良いか？我々は つの課題を考えました。一

つ目は、未病の検出機器の開発です。ヒト臨床

検体から、非破壊、非侵襲で生体情報を入手可

能な機器の開発が必須であると考えて、ラマン

顕微鏡を選択しました。 つ目は、 理論を適

合しやすい疾患の選択です。比較的長期間を要

して健康→未病→病気に至り、かつ非破壊、低

侵襲で連続的に入手可能な造血器腫瘍の前癌状

態の検出を検討しました。ラマン顕微鏡を用い

て、細胞に、レーザー光を照射することで生じ

るラマンスペクトルを測定することで、細胞を

生きたまま多くの生体情報が得られます。

一方で、ラマン分光法の計測データ、すなわ

ち、ラマンスペクトルに 理論を適用した研

究報告は、今までに皆無です。そこで、造血器

腫瘍の検討の予備実験として、理研の渡邉先生

らがすでに報告している、ラマン分光法による

血液細胞である 細胞活性化過程の測定のラマ

ンスペクトルデータに対して、 解析を行い、

細胞活性化の転換点（ ）の検出

を行いました。マウスの脾臓細胞から 細胞を

単離し、抗 と抗 抗体で活性化させ、経

時的に で活性化マーカーの

観察をした結果です。 の発現が 時

間でプラトーになり、活性化が完了したことが

わかります。そこで我々は、本ラマンデータ（ラ

マンスペクトル）に対して、 解析を行い、

細胞活性化の転換点（ ）の検出を

行いました。その結果、 細胞活性化後 時間

から 時間にかけて、 スコアの急激な上昇

が観察されます。すなわち、 理論で定義され

る、 細胞活性化の転換点（ ）が

時間にあることが明らかとなりました。この結

果は、 理論とラマン分光法の融合技術に関

する初めての報告です。現在、造血器腫瘍の中

でも、特に、多発性骨髄腫に関する検討を進め

ています。

私たちの研究結果から、健康から疾病の間に

は、（ ）生体情報が大きくゆらぐ（ ）未病の状

態があることが明らかとなりました。それでは、

この私たちの未病研究の初めの一歩の成果は、

将来どのような展開をしていくのでしょうか？

ムーンショット目標 では、 年には、人生

を通じて、また 日を通じて、体を「定点観測」

する社会を目指しています。具体的には、デー

タを取り続けて精度を高める、すなわち、未病

の状態から体の様子を「定点観測」して、全身

ネットワークシミュレーターに保存します。ま

た、日常で使う様々なもの、例えば、家具、ト

イレにもセンサーが搭載されて、体に関するデ

ータを日々収集できるようになると予想してい

ます。この体に関する日々のデータのゆらぎを

解析して、「病気（未病）注意報」が主治医に送

られる時代、すなわち 年前に黄帝内経に記

載されていた、上医治未病、病気になる前に治

す医療が出現しているはずです。このような

な社会を目指して、富山大学は、ム

ーンショット目標 での未病研究を進化させて

行く所存です。
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態があることが明らかとなりました。それでは、

この私たちの未病研究の初めの一歩の成果は、

将来どのような展開をしていくのでしょうか？

ムーンショット目標 では、 年には、人生

を通じて、また 日を通じて、体を「定点観測」

する社会を目指しています。具体的には、デー

タを取り続けて精度を高める、すなわち、未病

の状態から体の様子を「定点観測」して、全身

ネットワークシミュレーターに保存します。ま

た、日常で使う様々なもの、例えば、家具、ト

イレにもセンサーが搭載されて、体に関するデ

ータを日々収集できるようになると予想してい

ます。この体に関する日々のデータのゆらぎを

解析して、「病気（未病）注意報」が主治医に送

られる時代、すなわち 年前に黄帝内経に記

載されていた、上医治未病、病気になる前に治

す医療が出現しているはずです。このような

な社会を目指して、富山大学は、ム

ーンショット目標 での未病研究を進化させて

行く所存です。

ララママンン分分光光法法にによよるる

前前ががんん状状態態（（未未病病））のの検検出出

大 嶋 佑 介 

富山大学学術研究部工学系 特命教授

ラマン分光法は、光と分子振動の相互作用を利

用して、物質の定性・定量分析を非破壊的に行

うことができる計測技術である。物質に単色光

が入射した際、わずかに波長が異なる散乱光（ラ

マン散乱光）のスペクトルは物質固有であり、

それぞれ固有の振動モードに帰属される散乱光

の波長シフト（ラマンシフト）と散乱光強度を

もつ。近年では、安定で高性能なレーザー光源

や高感度光検出デバイスの普及、デジタル信号

処理技術の進歩により、生細胞や生体組織のラ

マン分光分析が可能となった。人生 年時代

と言われる昨今、国民の健康寿命延伸すなわち

の実現に向けて、疾患の超早期診断

や疾患の発症を予測する、すなわち未病を検知

する技術が待ち望まれている背景を踏まえ、富

山大学では未病研究センターを中心としてラマ

ン分光分析の生体応用と社会実装を目指し、医

薬理工の異分野間での連携により研究開発に取

り組んできた。まず、ラマン分光法の生体応用、

医療応用に関する世界の研究動向に目を向ける

と、ラマン分光法単独ではこれまでに疾患超早

期すなわち未病における疾患マーカーの同定に

は至っておらず、ラマンスペクトルから得られ

る生体情報には多くのノイズが含まれるため、

従来の解析アプローチでは抽出できる情報に限

界があった。そこで、東京大学特別教授の合原

一幸らによって提唱・確立された・動的ネット

ワークバイオマーカー 理論に着目した。

理論とは、簡単に言うと細胞や生体組織、生物

個体において何かしらの動的なバイオマーカー

を観測することで「揺らぎ」の状態を数値的に

解析し、その後の状態遷移を予測する技術であ

る。これまでに、富山大学和漢医薬学総合研究

所の小泉らはメタボリックシンドロームを自然

発症するマウス マウス について、脂肪組

織における遺伝子の発現量をマイクロアレイ法

により測定し、 理論による解析で、遺伝子の

揺らぎを発見し、未病状態を数理的に同定する

ことに成功している（ ら、

）。本研究では、炎症反応やがんの

進行に伴う細胞変化などに関して、ラマン分光

により、生体情報の「ゆらぎ」を「時間軸」の

視点から理解することで各種疾病の未病状態や

遷移状態を検出し、これらの状態の生物学的な

意義を解明することを目標として、未病状態を

検出する方法を確立し、疾病の予防介入を目指

す。富山大学の特色である、医・薬・理・工異

分野間連携により、 の実現に向けた

研究開発を進めていく。本研究では、顕微鏡下

で生細胞のラマン散乱スペクトルを計測できる

装置（ラマン顕微鏡）を独自に構築し、臨床検

体を用いて血液がんの一種である多発性骨髄腫

における前がん状態、すなわち未病を検出する

方法論の確立を目的とした。そこで、はじめに

基礎研究として、マウスマクロファージ細胞（

）を用いた炎症惹起の過程をラマンスペク

トル解析によって経時的なモニタリングを行っ

た。細胞を用いた炎症モデルとして による

炎症刺激を行い、刺激後 時間、 時間ごとに

リアルタイムで細胞のラマンスペクトル計測を

行い、ラマンスペクトルデータの動的変化を

理論によって解析し、炎症刺激による遷移点を

見つけだすことを試みた。実験結果の概要とし

ては、まずラマンスペクトルデータは、主成分

分析により炎症前と後で明瞭に判別できること

から、炎症前状態（状態遷移前）と炎症惹起後

（状態遷移後）の つの明確な状態の存在が確

認された。具体的には、炎症誘発後 時間から

時間にかけて状態の遷移が起こっていると推

察された。そこで、ラマンスペクトルを構成す

る変数の中央絶対偏差が急激に上昇する、かつ

グループ内の変数同士の相関係数の絶対値が急

激に上昇することを 解析では「ゆらぎ」と

定義し、ゆらぎの検出をもって、状態遷移にお

ける分岐点と仮定した。 解析の結果、 刺

激後 時間と 時間で中央絶対偏差と相関係

数の積（ スコア）が上昇していることが確認

され、炎症性サイトカイン α の分泌量との

相関が示唆されたことから、 時間時点で炎症

反応の兆候があらわれ、 時間時点が炎症反応

の分岐点となる、との考察に至った。そこで、
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次に実際の疾患に 理論の適用を試みた。富

山大学附属病院血液内科にて収集された造血器

疾患関連の臨床検体を用いて、悪性の造血器腫

瘍である多発性骨髄腫（ ）の前がん状態であ

る意義不明の単クローン性免疫グロブリン血症

（ ）の 解析を行った。多発性骨髄腫に

関しては、経時的なラマンスペクトル解析はじ

ゅうぶんな症例を確保することが現状困難であ

ったため、正常な形質細胞をコントロール群、

すなわち健康状態（状態遷移前）、 群を発が

ん状態（状態遷移後）、そして 群を分岐点

にあると仮定して 解析を適用した。その結

果、 群で スコアの上昇が確認され、ラ

マン分光法と 解析を組み合わせることで、

前がん状態、すなわち未病状態の検出が可能で

あることを臨床検体の解析で実証することに成

功した（ ら、

）。
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脳脳機機能能とと運運動動器器のの連連関関：：

のの分分子子研研究究

東 田 千 尋

富山大学学術研究部薬学・和漢系 教授

とは、個人的にも社会的にも良い

状態であることを指します。そして の健康

の定義において、「健康とは、身体的 、

精神的 、社会的 が完全

な状態であり、病気がない状態」であるとされ

ます。また、 には主観的

（幸福感、達成感、自己評価、感情などによる）

と客観的 （平均寿命、失業率、生涯

賃金など）があります。いくつかの研究におい

て、主観的 は、病気や障害のない人

生期間と関連があることが示されています

。

私たちは、主観的 が何によって変

化しうるのかということに興味を持って研究を

進めており、身体機能、認知機能、日常の活動

が、主観的 と関係があると想定し、

それらの関係性の詳細を検討するための臨床研

究を実施しました。この研究では、元気な高齢

者の方を被験者としました。 名を組み入れ、

最終的に 名のデータを解析しました。被験者

の平均年齢は 歳、認知機能に異常がなく、

むしろ平均よりも認知機能が高めであることが

基礎データからわかりました。これら被験者に

対して、主観的 、

、

認知機能試験 、 Ⅳ 、身体機能

、 、 、

、日常活動量 日間の 次元加速度

計装着 をそれぞれ評価し、また血漿を採取しま

した。主観的 、認知機能、身体機能、

日常活動量関する個々のデータの因果関係を推

定するために共分散構造分析を行った結果、健

常高齢者の心身の健康状態において、日常活動

量が身体機能の高さを説明し、身体機能の高さ

が認知機能の高さを説明し、認知機能の高さが

主観的 と幸福度 を説明する

という一続きの因果関係があることが示されま

した

。さらに、これらの被験者を

の高さの順に４つのグループに分け、血

漿中のタンパク質を網羅的に定量比較しました。

その結果、主観的 の高いグループの

血漿中で量が多いタンパク質として

を同定しました 名称は秘匿 。現在、

と主観的 の間にどのような関係があ

るのかをさらに調べているところです。

日常活動⇒身体機能⇒認知機能⇒主観的

という一続きの関係性が示唆された

ことから、これらがネガティブな状態になった

時も関係性があるのかということを考えました。

つまり、体を動かさない⇒身体機能が衰え⇒そ

れが認知機能低下をもたらすのか？という疑問

です。確かに、筋量・筋力が衰えた状態である

サルコペニアと、認知機能障害には相関がある

ということは、いくつかのヒト研究が示唆して

います

。し

かし意外にも、骨格筋萎縮が認知機能障害の直

接的原因かどうかが証明された例はありません

でした。また運動することが認知機能を高める

という報告や、運動によって骨格筋から分泌さ

れる 類が認知機能を向上させることを

示唆する研究があります

。しかし、高齢者の場

合や、活発に運動できないような心身の状況下

では運動習慣を維持することが容易ではなく、

つまり認知症予防のために運動による有益な

の増加を期待する戦略には限界がある

と考えます。そこで私たちは、「認知機能を障害

するような悪性 が存在するかもしれな

い、そしてそれが骨格筋萎縮時に増加・分泌す

ることで認知機能障害が起きるのではないか」

という仮説を立てこれを実験的に証明しました

。

アルツハイマー病モデルマウスの の記

憶障害発症前の若齢時に、後肢を 週間不動化
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して骨格筋萎縮を誘発させました。すると、本

来記憶障害がまだ起きないはずの週齢であるに

もかかわらず、記憶障害が認められました。そ

の際に後肢骨格筋中で増加するタンパク質を網

羅的に探索した結果、 が増加し分泌

することが示されました。後肢不動化マウスの

血漿中でも脳の海馬中でも 増加が顕

著に認められました。海馬では

の増加は見られなかったことから、海馬で増加

した は脳で生合成されたのではなく、

骨格筋から分泌されたものが海馬まで移行した

結果ではないかと推測しています。また若齢

マウスの脳室内にリコンビナント

タンパク質を 週間持続注入すると、

それだけで記憶障害発症が早まりました。この

マウスの海馬のトランスクリプトーム解析の結

果、 脳室内投与によって

が増加していることが示されました。また後

肢不動化したマウスの海馬でも は

増加しました。 は脳内炎症に関わ

ることが知られている分子ですので、この増加

が記憶障害発症に関わっているのではないかと

考えています。

さらに私たちは、後肢不動化によって誘発さ

れる記憶障害が、アルツハイマー病モデルマウ

スに特有の現象かどうかを検討するため、正常

の若齢マウスでも同様の検討を行ったところ、

後肢不動化は正常若齢マウスに対しても記憶障

害を惹起しました。また、後肢不動化条件下で、

骨格筋中の をノックダウンする

処置を施すと、記憶障害発症が抑止されること

も明らかにしました。このような に

対する遺伝子治療だけでなく、薬物の経口投与

によっても骨格筋萎縮誘発の記憶障害を予防す

ることを目指し、候補となる薬物の研究も進め

ています。

以上、私たちは、動かさないことで誘発され

る骨格筋の萎縮が、非常に短期間で記憶障害を

誘発してしまうという現象と、その現象には悪

性 としての が関与している

ことを初めて発見しました。これをどのように

効果的に予防、回復させられるのかという点に

関してさらに詳細に研究を進めているところで

す。またそういったアプローチが、主観的

へも影響を与えるのかについても非常に

興味が持たれます。
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をを目目指指ししてて

レレジジリリエエンンススなな心心ののたためめにに

新 田 淳 美

富山大学学術研究部薬学・和漢系 教授

うつ病は精神疾患の中で最も患者数が多い疾

患であり、生涯有病率は ％との報告もある。

また、うつ病の主症状として、抑うつ気分、無

関心、食欲減退、睡眠障害および自殺企図など

があげられ、患者本人だけでなく、家族や社会

に与える影響も大きい。うつ病の発症は、スト

レスが引き金となることが多い。ストレスには、

心理的なものだけでなく身体的なものも含まれ

ている。その上、結婚、昇進や進学等、一見、

プラスの感情で受け入れるべき環境の変化もト

リガーとなる。一方で、同じストレスを受けた

ヒト全員が、うつ病を発症するわけではなく、

ストレスに対して抵抗性を持ち、うつ病を発症

しないヒトも存在する。マウスを用いた実験に

おいても、同じストレス条件下でうつ様行動を

示すマウスと示さないマウスが存在することが

報告されている。

私は、覚醒剤誘発による精神病モデルマウス

の脳で発現が増大する遺伝子として

を見出し、長年、研究を行っている。

は アセチル転移活性を持ち、

および から

を合成し、 は

によってグルタミン酸と縮合することで

へと生合成

される。 は

を選択的に活性化させる内在

性神経伝達物質として機能している。これまで

年間に渡り、国際的にもうつ病治療にはセロ

トニン選択的再取り込み阻害薬 が第一

選択薬として使用されてきた。うつ病患者では、

セロトニンおよびセロトニンの代謝産物である

ヒドロキシインドール酢酸の脳脊髄液中の含

有量が低いことが報告されている。さらに、ス

トレスがセロトニン作動性神経伝達に影響を及

ぼすことも示されている。動物実験による結果

からも、同様のことが示唆され、ストレスを暴

露したうつ病モデルマウス脳内においてセロト

ニン遊離量の減少が観察されることが報告され

ている。本シンポジウムでは、 のス

トレス感受性への影響を検討し、ストレス脆弱

性の形成メカニズムを明らかにした私達の最近

の研究を紹介した。

日間の社会的敗北ストレスを暴露し、最終

暴露から 時間経過後に社会性行動能力試験

を行い、その結果からストレス抵抗性マウス

と ス ト レ ス 感 受 性 マ ウ ス

に分類した。社会的敗北ストレ

ス暴露後の社会性行動能力と背側線条体での

発現量は、

滞在時間との間に相関が観察された。海馬や前

頭前皮質での と

滞在時間との間に相関は観察されなかった

ことから、背側線条体に焦点をあてて、研究を

進めた。

各 種 ア デ ノ 随 伴 ウ イ ル ス ベ ク タ ー や

コンディショナルマウスを用いて、

背側線条体での の発現量を増減さ

せたマウスを用いて、ストレス脆弱性形成につ

いて検討を行った。 発現量増強お

よび発現量減少をさせたマウスでは、社会的敗

北ストレス負荷後のショ糖嗜好性試験において、

それぞれ、ショ糖の嗜好性が有意に減少および

増加した。また、遺伝子的に操作をしていない

野生型マウスにおいては、ストレス誘導反応を

示さない閾値以下の弱いストレスである

を負荷した背側線条体で

の 発現量増強マウスでは、コントロ

ールマウスと比較して、ショ糖の嗜好性が有意

に減少した。背側線条体 の発現量

増加によって誘導されるストレス脆弱性形成に

対する背側線条体でのセロトニンの機能が減少

しており、セロトニン神経の起始核である縫線

核を活性化させると、これらのうつ様症状が有

意に回復した。その時に の遊離量も変動し、

薬理学的拮抗実験によって 受容体を介し

ていることを明らかにした。また、

を減少させた場合にストレスに対して強くなる

ことについては、脳由来神経栄養因子 へ

の遺伝子修飾が関与していた。
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最近の 年間に渡って、うつ病治療薬を含め

精神疾患治療薬の新規メカニズムでの新薬は開

発されていない。うつ病病態に対しこれまで多

くの研究が行われてきたが、ストレスに対する

感受性やその制御メカニズムに関する研究は少

なく不明な点が多い。本研究にて、ストレス脆

弱性には、背側線条体の 発現量が

関与していることを明らかにした。うつ病発症

の根底にあるストレス感受性の調節メカニズム

を明らかにすることは、うつ病に対する治療や

予防法を発展させるための新たな展開をもたら

すことが考えられる。また、 を標的

とした新たな治療戦略を確立することによって、

現在のところ存在しない全てのうつ病患者に対

して効果を示す抗うつ薬の開発に繋がり、

な社会となり、レジリエンスな心の形成

に繋がることを期待する。
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現在のところ存在しない全てのうつ病患者に対

して効果を示す抗うつ薬の開発に繋がり、
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未未病病とと現現代代のの子子どどもものの生生活活習習慣慣

藤 本 孝 子

富山大学学術研究部教育学系 准教授

ははじじめめにに

私たちは、子どもたちの健やかな発育・成長、

そして学校を卒業した後も生涯にわたって幸せ

に自分らしく生き生きと暮らすことができるよ

うに、まさに であることを願ってい

る。

食生活は乳児期、幼児期、学童期、思春期の

心身の発育・成長の基盤であるとともに、望ま

しい生活習慣の形成および成人後の健康への影

響も大きく、生涯にわたって食を楽しみ心身の

健康を維持することにもつながるため、子ども

の頃の食生活のあり方は、現在および将来にお

ける 向上の観点からも非常に重要

である。

子子どどももをを取取りり巻巻くく環環境境

子どもの食生活は家庭環境に影響を受け、家

庭環境はその背景にある社会環境に影響を受け

ている。日本では、 年頃からデジタル化が

さまざまな分野で進められ、学校では スク

ール構想のもと 人 台端末の導入など 環

境が整備され、家庭ではスマートフォンが著し

く普及するなど、インターネットは急速に浸透

した。小中高校生の平日の１日当たりのインタ

ーネット利用時間は年々増加し、生活時間のな

かでインターネット利用時間は大きな割合を占

め、現代の子どもの生活を考える上で欠かせな

い要因となっている。インターネットの使い方

によっては、子どもの心身の発達へ及ぼす影響

が懸念され、国内においても小学生～高校生を

対象とした調査が行われ、睡眠問題、メンタル

ヘルス、ネット依存などとの関連が報告されて

いる。我々の富山市内の中学生を対象とした調

査結果からも、インターネットの時間が長くな

るとネット依存傾向も高くなり、疲労自覚症状

も高くなることが示された。また、インターネ

ットの利用時間が長く、ネット依存傾向の高い

生徒は、睡眠不足、栄養不足、運動不足が観察

され、睡眠・食事といった生活リズムの軸とな

る行動が乱れている様子、学業成績、登校回避

感情などとの関連性もみられた。

子子どどもものの食食生生活活のの現現状状とと未未病病

現代の日本の子どもの食生活の現状として、

朝食の欠食、孤食、偏食、栄養バランスの偏り、

不規則な食事摂取習慣などが指摘され、このよ

うな状況と子どもの不定愁訴の増加、精神的健

康への悪影響、肥満や痩身傾向児の増加、生活

習慣病の若年化、咀嚼力の低下などの課題との

関連性も多数報告されている。このように発病

にまでは至っていないが、上述したような食生

活や生活リズムの乱れ、そして心身の健康への

悪影響が観察されている状態を未病と捉え、そ

の実態および関連要因を検討し、子どもの健康

課題と望ましい食生活のあり方について、生活

習慣病予防などの視点から研究に取り組んでい

る。本講演会では、幼児期の偏食と青年期のダ

イエット行動について紹介した。

幼幼児児期期のの課課題題：：偏偏食食

幼少期に形成された食習慣は将来の味覚や食

習慣に大きく影響すると考えられている。偏食

はこれに負の影響を与えるのではないかと懸念

される。

富山市内の年中、年長、小学校 年生、小学

校 年生の保護者を対象に、子どもの食事で困

っていることを尋ねた結果、「偏食する」と回答

した者の割合は約 割と上位であった。偏食得

点を算出した結果、年中児が最も高く、年長児・

小学 年生・ 年生で低くなることから、年中

から年長にかけて、偏食の実態が変化する時期

であると考えられた。

子どもの食事で特に気を付けていることを尋

ねた結果、「栄養バランス」「食事マナー」「一緒

に食べる」と回答した保護者は ～７割であっ

た。一方、「料理の盛り付け・色取り」「よく噛

むこと」「食べ物の大きさ・かたさ」「間食の内

容」「一緒につくること」と回答した保護者は

～ 割であった。偏食得点と保護者の食意識と

の関連では、「料理の盛り付け・色取り」「料理

の味付け」「栄養バランス」「食事マナー」に有

意な関連性がみられ、このような項目に気を付
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けている方が偏食得点が低かった。また、子の

「毎日の排便」「食欲」「楽しそうな食事」「１日

食きちんと食べること」にも関連が見られた。

メディア時間と偏食得点では、平日のゲーム時

間と動画時間が「 ～１時間まで」に比し、「 ～

時間」で有意に高くなっていた。

青青年年期期のの課課題題：：ややせせ願願望望

歳代女性のやせの割合は ％と高く、

人に 人がやせとなっている（厚生労働省，令

和元年国民健康・栄養調査）。若年女性のやせは

骨量減少、将来の骨粗鬆症、低出生体重児との

関連が指摘されており、健康日本 では、 ～

歳代女性のやせの者の割合を ％未満に減

少させることが目標となっている。

富山大学生を対象に調査を実施し、 区分

別に自己体型認識を検討した結果、実際はやせ

の区分である者のうち、普通と認識している男

性は ％程度であったが、女性はおよそ ％と、

認識にズレが認められた。また、自分の体型に

満足しておらず、実際にはやせ・標準体型であ

るにもかかわらず今よりも体重を減らしたいと

思っている傾向が女性に強く認められた。

の利用時間との関連については、女性で

は の利用時間が「 時間まで」に比し、

「１時間以上」で差が認められ、利用時間が長

い方が、自分の体型に満足しておらず、体重を

今よりも減らしたいと思う割合が高かった。男

性では差は見られなかった。 の利用時間が

長くなると、理想化された容姿や体型、さまざ

まな食情報に触れる機会が増えると考えられる。

体型の自己認識において、他者との比較を重視

する傾向のある若年女性において がボディ

イメージに与える影響はより大きいと推測され

る。これにより、過度のダイエット行動への誘

発が危惧される。正しい健康観を持つことや食

情報の入手や活用にかかわる食生活リテラシー

を高めることが自分の体型の感じ方を是正した

り、過度のダイエット行動に抑制的に働くので

はないかと仮定し、検討を続けている。また、

歳代においても 歳代と同程度にインター

ネットや を利用していることから、小学校

高学年ころから、このような視点を含めた健康

教育の必要性を感じている。子どもたちが正し

い健康観を持った上で、生涯にわたって自ら健

康的な食生活を営んでいけるように、家庭・学

校・社会全体で取り組んでいかなければならな

い。

おおわわりりにに

子どもの頃の食生活は、発育・成長に加えて、

将来の健康への影響も大きい。思春期頃からは

自立的な食生活を身につけていくためにも大切

な時期でもある。インターネットは子どもの生

活にも浸透し、生活リズム、食行動にも影響を

与えている。本講演会では、幼児期の偏食と青

年期のやせ願望について、我々の研究室の調査

結果を踏まえて紹介した。現在は未病の実態お

よびこれに関連する要因を捉えている段階であ

るが、未病の状態を是正し、 向上に

つなげていくために、健康教育の視点を含んだ

食育実践の普及啓発に貢献していきたい。
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体型の自己認識において、他者との比較を重視

する傾向のある若年女性において がボディ

イメージに与える影響はより大きいと推測され

る。これにより、過度のダイエット行動への誘

発が危惧される。正しい健康観を持つことや食

情報の入手や活用にかかわる食生活リテラシー

を高めることが自分の体型の感じ方を是正した

り、過度のダイエット行動に抑制的に働くので

はないかと仮定し、検討を続けている。また、

歳代においても 歳代と同程度にインター

ネットや を利用していることから、小学校

高学年ころから、このような視点を含めた健康

教育の必要性を感じている。子どもたちが正し

い健康観を持った上で、生涯にわたって自ら健

康的な食生活を営んでいけるように、家庭・学

校・社会全体で取り組んでいかなければならな

い。

おおわわりりにに

子どもの頃の食生活は、発育・成長に加えて、

将来の健康への影響も大きい。思春期頃からは

自立的な食生活を身につけていくためにも大切

な時期でもある。インターネットは子どもの生

活にも浸透し、生活リズム、食行動にも影響を

与えている。本講演会では、幼児期の偏食と青

年期のやせ願望について、我々の研究室の調査

結果を踏まえて紹介した。現在は未病の実態お

よびこれに関連する要因を捉えている段階であ

るが、未病の状態を是正し、 向上に

つなげていくために、健康教育の視点を含んだ

食育実践の普及啓発に貢献していきたい。

アアンンケケーートト結結果果（（抜抜粋粋））

回答率 ：45% （131名中 59名から回答） 

①① 年年齢齢・・性性別別

②② 職職業業

③③ どどののよよううなな方方法法でで知知っったたかか（（複複数数回回答答可可））

④④ 参参加加のの動動機機（（複複数数回回答答可可））

⑤⑤ 講講演演会会のの内内容容ににつついいてて

⑥⑥ 意意見見・・感感想想（（抜抜粋粋））

自由記述欄には、次のような意見が寄せられま

した。（※いただいたご意見を一部編集していま

す。）

■講演内容について

・富山県らしいテーマの研究内容で良かった。

・新たな知見を、一般にもわかるようにわか

りやすい講演で、勉強になった。

・現在の日本社会におけるホットトピックであ

る「未病」「 」を題材とした講演会

で、大変意義を感じた。

■今後開催を希望するテーマ、分野について

・各地区（県）に特化した内容

・ による科学的発見の可能性について
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ⅢⅢ 日日本本学学術術会会議議会会員員・・連連携携会会員員ココーーナナーー

アアーーミミッッシシュュ かからら学学べべるるこことと

大 藪 千 穂 

日本学術会議連携会員

岐阜大学教育学部教授 副学長 機構長補佐

私は小さい時からお金に関心があり、少しで

も安く、納得できるモノを買うのが好きでした。

家計簿をつけるのも大好きで、今でも出張から

戻ったら、どんなにしんどくても、家計簿をつ

けてから寝床に・・・。そのまま大人になり、

家計や消費行動を研究することになりました。

ただ大学生の時にバブル経済がはじけ、経済だ

けで物事は解決できないと感じるようにもなり

ました。そんな時に岐阜大学に就職し、隣の研

究室の高分子が専門の杉原利治先生から、「アー

ミッシュを知っているか」と聞かれました。先

生は高校の時からアーミッシュに関心を持って

いらっしゃったことや、アーミッシュの居住地

を訪ねたことなどを伺い、お金も大事だけど、

これからの時代は、アーミッシュのような生き

方が、ぐるっと回って新鮮になるのではと関心

を持ち始めました。

世紀は、生産と消費が活発化した時代です。

反面、資源・エネルギーなどの環境問題、社会

不安、人間関係の脆弱化、アイデンティティの

喪失などの問題が表面化した時代とも言えます。

今後、私達がこれらの問題を解決し、持続可能

な社会の実現を継続していくためには、①法律

による規制や行政サービス、②科学技術の進歩、

③ライフスタイルの見直し、の つの方法 杉原、

が考えられますが、私は家政学が専門なの

で、ライフスタイルの見直しによる持続可能な

社会の実現について考えてきました。

アアーーミミッッシシュュののラライイフフススタタイイルル

年に再洗礼派教義がプロテスタント改革

からスイスで誕生し、 年にヤコブ・アンマ

ンによって分裂し、アーミッシュ（アンマン派）

が誕生しました。ヨーロッパ中心に居住してい

ましたが、迫害を受け、 年に宗教の自由を

求めてアメリカへと移動し、現在はアメリカと、

カナダとアフリカの一部にしか居住していない、

キリスト教プロテスタントの小会派です。再洗

礼派（幼児洗礼ではなく、大人になってからの

自分からの洗礼が意味あるものと考える）であ

る彼らは、世界でも最大の消費大国アメリカの

生活を知りながら、約 年来の独自のライフ

スタイルを保持しています。彼らのライフスタ

イルから、我々が今後の生活を模索する際のヒ

ントを得てみたいと思います。

アーミッシュの人口は、現在約 万人とも言

われ増え続けています。その理由として、①生

命の再生産、②文化的抵抗、③文化的妥協があ

るとされています クレイビル、 。生命の

再生産とは、平均 人を出産することと、アー

ミッシュの子どもの ％はアーミッシュになる

ことを指します。彼らは宗教としては珍しく布

教活動を行わないので、多産で、再洗礼を受け

させることで、アーミッシュ人口を増やしてい

るのです。文化的抵抗は、外の世界との交わり

を避け、アーミッシュとしてのアイデンティテ

ィを破壊する文明の利器の使用禁止やアーミッ

シュとしてのルールを守らない人を忌避する「シ

ャニング 」によって保たれています。

写真 2 筆者（後列左 2 人目）とアーミッシュの家族 

写真 1 農業祭でのアーミッシュの若者 
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ⅢⅢ 日日本本学学術術会会議議会会員員・・連連携携会会員員ココーーナナーー

アアーーミミッッシシュュ かからら学学べべるるこことと

大 藪 千 穂 

日本学術会議連携会員

岐阜大学教育学部教授 副学長 機構長補佐
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が誕生しました。ヨーロッパ中心に居住してい

ましたが、迫害を受け、 年に宗教の自由を

求めてアメリカへと移動し、現在はアメリカと、

カナダとアフリカの一部にしか居住していない、

キリスト教プロテスタントの小会派です。再洗

礼派（幼児洗礼ではなく、大人になってからの

自分からの洗礼が意味あるものと考える）であ

る彼らは、世界でも最大の消費大国アメリカの

生活を知りながら、約 年来の独自のライフ

スタイルを保持しています。彼らのライフスタ

イルから、我々が今後の生活を模索する際のヒ

ントを得てみたいと思います。

アーミッシュの人口は、現在約 万人とも言

われ増え続けています。その理由として、①生

命の再生産、②文化的抵抗、③文化的妥協があ

るとされています クレイビル、 。生命の

再生産とは、平均 人を出産することと、アー

ミッシュの子どもの ％はアーミッシュになる

ことを指します。彼らは宗教としては珍しく布

教活動を行わないので、多産で、再洗礼を受け

させることで、アーミッシュ人口を増やしてい

るのです。文化的抵抗は、外の世界との交わり

を避け、アーミッシュとしてのアイデンティテ

ィを破壊する文明の利器の使用禁止やアーミッ

シュとしてのルールを守らない人を忌避する「シ
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写真 2 筆者（後列左 2 人目）とアーミッシュの家族 

写真 1 農業祭でのアーミッシュの若者 

さらに文化的妥協では、近代文明の成果の一部

を、見極めながら導入しています。

アーミッシュのライフスタイルの基盤は、①

家族中心であり、教区における相互扶助のコミ

ュニティによる、信仰に基づいた農業を主とし

た簡素な生活、②「オルドヌング（規律）」とい

う口伝えの生活のルール集に忠実であること、

③そしてそれに違反した場合、シャニングを受

けるシステムにあります。オルドヌングで決め

られているライフスタイルには、衣服、言語、

結婚、交通機関の選択的利用、外の世界との分

離、教育、アメリカとの関係、ラムシュプリン

ガ等があります。

男性の正装は白いシャツ、黒のつりズボン、

黒の帽子です。日常服は、単色 寒色 のシャツ

で、夏は麦わら帽子。結婚すると男性はあごひ

げを剃らずにトリミングのみします。女性の正

装は、単色のドレス、白のケープとエプロン、

白の帽子ですが、既婚者は黒か色つきのエプロ

ンです。日常服は、単色のドレスに黒のエプロ

ンです。女性は髪の毛は一生切らず、真ん中で

分けて、丸めて後ろで留めています。

言語は、アーミッシュ同士ではペンシルベニ

ア・ダッチと呼ばれるドイツ語に近い言葉を使

います。ただし小学校入学時から英語を学び始

めます。結婚はアーミッシュ同士のみで、結婚

するためには再洗礼を受けアーミッシュになら

なければなりません。離婚は禁止ですが、死別

の場合は再婚できます。交通に関しては、バギ

ー 馬車 、スクーターの利用が主で、車は運転

手を雇う場合は利用が許可されていますが、所

有することは禁じられています。外の世界との

分離としては、電線からの電気（ Ｖ）、コン

ピュータ、テレビ、ラジオの所有を禁じている

点があります。これは電気そのものを拒否して

いるのではなく、電気が運んでくる情報を禁止

することを意味しています。電気の代わりにガ

ス、空気圧、油圧エネルギー、大型のランプは

ナフサオイルを使用しています。電話は対面を

重視していることから、コミュニティ電話など

は家屋の外に設置しています。

教育は 年間の学校教育のみを許可しており、

学級制の実践的基礎教育（ 読み・書き・算

数）を主とした独自の学校を運営しています。

教師はアーミッシュ教育のみを受けたアーミッ

シュの独身女性である場合が多いです。アメリ

カとの関係では、税金は支払っていますが、コ

ミュニティの相互扶助が崩れるという理由で社

会保障を受けることは拒否しています。

アーミッシュは、再洗礼を受ける前の若者は

アーミッシュの子どもであってアーミッシュで

はないと考えています。このため、若者の反抗

的な行動期間（ラムシュプリンガ）を大目にみ

ています。つまり、再洗礼を受けるまでの期間

は、アーミッシュの文化を拒否したり、受け入

れたりするチャンスと考えているのです。ただ

し、アーミッシュ社会だけで生活をしてきた若

者にとっては、見かけ上の選択の自由とも受け

取れます。

アアーーミミッッシシュュかからら学学べべるるこことと

アーミッシュの人々と接すると、人間の幸せ

とは何か、進歩とは何かについて考えさせられ

ます。インターネットや携帯電話等に囲まれて

暮らしている現代社会の方が豊かで、科学技術

も発展しているので、進歩した社会であると考

え、アーミッシュのライフスタイルを何と古び

た時代遅れの生活をしているのだろうと訝る人

も多いと思います。けれど人間関係が強く、生

活に関わるものの多くが手作りで、ゆったりと

した時間を、笑顔が絶えないアーミッシュの家

族と一緒に過ごすと、アーミッシュの生活の方

が人間的で心が豊かに感じるのです。

現代社会が持続可能な社会を築いていくため

には、彼らのライフスタイルから何を学ぶこと

ができるのでしょうか。もちろんアーミッシュ

のライフスタイルの基盤は宗教であり、彼らの

生活をそのまま真似することは難しいでしょう。

けれども人間社会のあるべき姿として、現代の

中で存在するアーミッシュから学べることは多

いはずです。彼らのライフスタイルで最も重要

な点は、自己決定、自己管理が徹底している点

です。モノを利用、使用する場合に、それらの

選択的利用を決定したり、情報を選択的に利用

するのに猶予期間を設定してから決定していま

す。現代社会が当たり前として進めてきたモノ

の利用・転換、情報の活用のペースを、アーミ

ッシュは律しています。また関係性については、

人間と人間、人間と環境との関係性が極めて強

く、密なコミュニケーションによって、価値観
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を共有しています。現代社会はこれらの崩壊に

より、アイデンティティの喪失や精神的問題、

人間関係をめぐる問題や環境問題が生じていま

す。人間と人間、人間と環境の関係性の強化が

今後、我々にとって重要となるはずです。

一方、現代社会は自由度の大きさと豊富な情

報という良い点を持っています。今後はこれら

の点を保持しながらも、エネルギーの消費速度

を増大させないライフスタイルを獲得すること

が必要です。十分な情報を取り入れ、個々人の

中に豊かな世界を築き、自己実現を図ることが

重要です。この時、新しい方法による情報の管

理によって、情報の質と量を確保するための情

報システムの構築が必要となります。また十分

な情報を取り入れ、個々人の内的世界を豊かに

築き、自己実現を図っていくことのできる情報

処理能力 情報リテラシー の確立が必要となっ

てきます。情報に翻弄されるのではなく、情報

を各自が取捨選択できる能力の獲得が重要です。

このような情報のシステムづくりと情報能力の

両輪によって、持続可能な社会は可能となると

考えられます。

アーミッシュは、我々と同じ人間です。我々

が新たな一歩を歩き始めるためには、アーミッ

シュの生活から、人間が生活をすることの意味、

そしてそのために必要なことは何か、人間にと

って幸せとは、進歩とは何かについて真摯に向

き合い、話し合う必要があると思います。

参考文献

杉原利治、『 世紀の情報とライフスタイル』、

論創社、 。

ドナルド・Ｂ・クレイビル、杉原利治・大藪千

穂訳、『アーミッシュの謎』、論創社、 。

サラ・フィッシャー、杉原利治・大藪千穂訳、

『アーミッシュの学校』、論創社、 。

ドナルド・Ｂ・クレイビル、杉原利治・大藪千

穂訳、『アーミッシュの昨日・今日・明日』、論

創社、 。
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重要です。この時、新しい方法による情報の管
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処理能力 情報リテラシー の確立が必要となっ

てきます。情報に翻弄されるのではなく、情報

を各自が取捨選択できる能力の獲得が重要です。

このような情報のシステムづくりと情報能力の

両輪によって、持続可能な社会は可能となると

考えられます。

アーミッシュは、我々と同じ人間です。我々

が新たな一歩を歩き始めるためには、アーミッ

シュの生活から、人間が生活をすることの意味、

そしてそのために必要なことは何か、人間にと

って幸せとは、進歩とは何かについて真摯に向

き合い、話し合う必要があると思います。
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杉原利治、『 世紀の情報とライフスタイル』、
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ドナルド・Ｂ・クレイビル、杉原利治・大藪千
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サラ・フィッシャー、杉原利治・大藪千穂訳、
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ドナルド・Ｂ・クレイビル、杉原利治・大藪千

穂訳、『アーミッシュの昨日・今日・明日』、論

創社、 。

ⅣⅣ 日日本本学学術術会会議議中中部部地地区区科科学学者者

懇懇談談会会ココーーナナーー

日日本本学学術術会会議議第第 回回総総会会傍傍聴聴記記

森 寿 

科学者懇談会富山県幹事 
富山大学学術研究部医学系教授

日本学術会議第 回総会は、 年 月

日、 日に開催され、私はオンラインで傍聴を

行いました。

日午前の総会 では、「研究力強化と学術

会議への期待」のテーマで 名の先生による講

演が行われ、内容を以下に要約します。

番目の豊田長康先生（鈴鹿医療大学長）は、

「日本の研究競争力低下の因果推論」の演題で、

論文データベースなどの膨大な資料を元に、特

に日本では 論文数が、 年 位、

年 位、 年 位と低下しており、人口あ

たり論文数では上位 か国中 位と開発途上

国レベルであり、研究の国際競争力が低下し続

けている状況が示された。 論文は、学術

のみならず特許にも引用されやすいため日本の

イノベーション競争力の低下ももたらす可能性

が指摘された。さらに、各種統計データの分析

から、日本では国内論文（国際共著でない論文）

の減少と質の低下、論文被引用数の減少、対

（米、英、独、仏、伊、加）競争力の低下など

が、 年頃を境に明瞭で、特に理工系と基礎

生命系での論文数の減少が顕著であった。研究

の質と量を決める効果量の大きい人的研究環境

（人口あたりの研究者数、人件費、研究時間密

度などの良き人的環境）が確保されれば、能力

が十分に発揮できる可能性がある。医学部も薬

学部もない私立大学（早稲田、同志社、明治な

ど）では、研究競争力の顕著な低下がないこと

から、日本の研究競争力の低下の原因として、

）国家公務員の総定員法と大学院の重点化（～

年）、 国立大学法人化 年～ 、

新医師臨床研修制度の導入 年～ 、 薬

学部 年制の導入 年～ 、の全てが研究力

低下に影響し、特に ）の影響力が大きい可能

性があることが指摘された。研究力の回復のた

めには、専従研究者数の増加が必要であるとの

結論であった。

番目の松本洋一郎先生（東大名誉教授、外

務省顧問）は、「日本再活性化のための科学技術

外交戦略」と題し、日本の技術力や経済に対す

る国民の評価がここ数年で低下していること、

また、若手研究者の海外留学の減少が、国際的

競争力の低下、海外とのネットワーク構築の低

下、国際対応力の減少などにつながっており、

海外からも懸念されていることが紹介された。

今後のグローバルな人材育成とその循環を促進

するための仕組みづくりを政策立案者へ提言す

ることを日本学術会議（以下、日学）に期待し

ている旨の発表があった。

番目の講演者の山口周先生（ 、 期会員、

研究力委員会）から、 期での「わが国の研究

力向上に向けた研究力委員会」等での審議内容

の紹介があった。内閣府からの依頼に基づき若

手研究者に状況調査し政策に対する意見をまと
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点が明らかとなった。また、博士人材の増加策

は研究力向上に有効と考えられるが、同時に多
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かけについては、いつまで欧米の後追いを続け
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るのか、本質的な課題に対する独自の取り組み

や、日本全体で新しい学術分野を開拓すべきか、

などの所感が述べられた。

日午後の総会 では、まず第 期 年目

の活動状況に関する外部評価報告が長谷川眞理

子座長より行われた。少ない予算の中での日学

の献身的な活動による成果は概ね良好であるが、

審議する「課題」として何を取り上げるのか、

喫緊の課題に柔軟な対応が求められる点、多様

なステークホルダーとの頻回の意見交換の必要

性、発出した助言のフォローアップの必要性、

総合科学技術・イノベーション会議 と

の関係や役割分担さらに法的な違いなどの明確

な議論の必要性、情報発信力の強化の必要性、

などが指摘された。会員任命問題については、

日学の対応は真摯であり、法の拙速な改正を阻

止できたことは、大きな成果であったと評価さ

れた。今後の政府との建設的な議論への期待、

日学の新たな制度設計に向けた取り組みへの期

待が示された。

引き続き討議 では、日学のあり方について

現状が報告され議論された。 年 月 日

の「日本学術会議の在り方に関する有識者懇談

会中間報告」、同 日「学術会議の法人化に向

けて」内閣府特命大臣決定、 年 月 日

には有識者懇談会の下に組織・制度 、会員選

考等 が設置され、同日組織・制度 第 回

開催などの一連の政府側の動きを受け、第 期

日本学術会議では、 年 月 日の会員説

明会、 月 日の臨時総会、 月 日の幹事

会懇談会（ の設置決定）、 年 月 日の

会員説明会、 月 日の幹事会懇談会（ メン

バー決定）などで検討対応を進めてきた。特に、

検討の基本方針として活動面での 要件、１）

学術的に国を代表する機関としての地位、 そ

のための公的資格の付与、 国家財政支出によ

る安定した財政基盤、 活動面での政府からの

独立、 ）会員選考における自主性・独立性、の

維持・強化が不可欠との立場であるが、これら

の内、）については政府も同意、 については、

政府の同意があるが、規定や制度の作り付けの

課題が残っている。 ）について政府は具体的な

約束をしておらず、 ）、 ）については、政府の

認識と乖離がある。現時点での検討における結

論は、 政府のガバナンス案（主務大臣が任命

した監事、日本学術会議評価委員会（仮称）、運

営助言委員会（仮称）の設置）は、自主性を損

ない、日学になじまない中期計画策定、過剰な

ガバナンスによる大きな負担となり、本来の活

動を圧迫すると考えられる。特に、ナショナル

アカデミーとして、政府からの独立性、透明性、

自律性が担保されず、活動を阻害する制度の可

能性があり、不適当と考えられる。また、会員

選考方法の政府案は、外部有識者からなる選考

助言委員会を置き選考方針の意見を聴き、現行

のコ・オプテーション方式を前提とするが、現

会員による投票制度導入を検討するとのもので

ある。これらは、会員選考の独立性・自律性を

損ない、また投票制度は弊害があり廃止した経

緯もあり問題が残る。今後、学士院との関係も

含めた検討や終身化、常勤化なども検討が必要

である。また、透明性の高い自律的なガバナン

ス体制を日学側から提案する必要がある。

これらの検討状況と方針について意見聴取、

質疑応答が行われ、独立法人化については、立

法に関わり本来は政府側が組織形態について示

す必要がある点、政府の意味するガバナンスは、

管理や監視と同義であり独立性の観点から根本

的問題を含む点、学士院、学術振興会、 を

含む全体的見直しが必要な点、会員選考につい

ては、日学から対案を出す必要性、政府に対し

て機先を制する必要性などの意見が出て、活発

な討議が行われた。

日目午後の討議 では、まず「日本学術会

議の法人化に向けて（令和 年 月 日）」に

対する声明案の説明、意見聴取、質疑応答が行

われた。

主な意見として、一般社会に向けたもっと具

体的な広報戦略を取るべきである、政府案のど

こが問題でありその問題を解決する具体的でわ

かりやすい代案を出すべきである、国民や国に

対する貢献や国益の観点を示すべき、戦略とし

て日学の役割発揮のために法人化の必要性がな

いことを述べ、止むなく法人化されても 要件

を死守する方法を検討するべき、外部の アカ

デミーも法人化を懸念している観点の追記、法

人化の最悪のシナリオや危機感を伝える必要が

ある、記述に一般に向けた心が動かされる言葉

を用いる必要性、声明のみでは書ききれない部

分は別資料などを発出すべき、など多くの意見
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的問題を含む点、学士院、学術振興会、 を

含む全体的見直しが必要な点、会員選考につい

ては、日学から対案を出す必要性、政府に対し

て機先を制する必要性などの意見が出て、活発

な討議が行われた。

日目午後の討議 では、まず「日本学術会

議の法人化に向けて（令和 年 月 日）」に

対する声明案の説明、意見聴取、質疑応答が行

われた。

主な意見として、一般社会に向けたもっと具

体的な広報戦略を取るべきである、政府案のど

こが問題でありその問題を解決する具体的でわ

かりやすい代案を出すべきである、国民や国に

対する貢献や国益の観点を示すべき、戦略とし

て日学の役割発揮のために法人化の必要性がな

いことを述べ、止むなく法人化されても 要件

を死守する方法を検討するべき、外部の アカ

デミーも法人化を懸念している観点の追記、法

人化の最悪のシナリオや危機感を伝える必要が

ある、記述に一般に向けた心が動かされる言葉

を用いる必要性、声明のみでは書ききれない部

分は別資料などを発出すべき、など多くの意見

が出された。これらの意見を元に幹事会で修正

を行い、取り扱いについては会長に一任された。

続いて、第 期のアクションプランについて、

質疑応答が行われ、以下のような様々な意見が

あった。実行組織や評価組織はどこなのか、マ

イルストーンの必要性、研究力強化のために

や文部科学省や財務省や産業界なども取

り込み学術体制の見直しや政策にまで反映させ

るべき、タイムリー・スピーディーな意思の発

出は、両論併記でも中間報告でも発出すべきで

はないか、アクションプランの位置づけは外向

けの提示なのかやることリストなのか、政府や

世間に評価されるためのコミュニケーションの

必要性、広報活動の弱さへの対策、国民にお得

感を与えるサイエンス・カフェやシンポジウム

の開催による情報の発信と共有、メディアを通

じた国民への伝達の重要性、地方大学活性化や

中間層の充実への期待、など活発な討議が行わ

れた。
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ⅤⅤ．．中中部部地地区区科科学学者者懇懇談談会会新新規規会会員員ににつついいてて

以下の 名の方が新たに科学者懇談会の会員になられました。

氏 名 関係部 勤 務 先 等 

瀬戸 美奈子
（せと みなこ） 

第一部 三重大学教育学部教授 

稲葉 一男
（いなば かずお） 

第二部 筑波大学下田臨海実験センター教授

大杉 立
（おおすぎ りゅう） 

第二部 八ヶ岳中央農業実践大学校校長

堀 美香
（ほり みか） 

第二部 名古屋大学環境医学研究所講師

宮川 剛
（みやかわ つよし） 

第二部 藤田医科大学教授

馬場 嘉信
（ばば よしのぶ） 

第三部 
量子科学技術研究開発機構

量子生命・医学部門

量子生命科学研究所 所長 

保柳 康一
（ほやなぎ こういち） 

第三部 信州大学理学部特任教授

信州大学名誉教授

§§ 科科学学者者懇懇談談会会会会員員ごご登登録録事事項項のの変変更更手手続続ににつついいててごご案案内内 §§

登録事項（住所、所属・職名等）に変更がございましたら、日本学術会議中部地区会議事務局まで 
ご連絡いただきますようお願いいたします。メールアドレスの登録にもご協力ください。



23

ⅤⅤ．．中中部部地地区区科科学学者者懇懇談談会会新新規規会会員員ににつついいてて

以下の 名の方が新たに科学者懇談会の会員になられました。

氏 名 関係部 勤 務 先 等 

瀬戸 美奈子
（せと みなこ） 

第一部 三重大学教育学部教授 

稲葉 一男
（いなば かずお） 

第二部 筑波大学下田臨海実験センター教授

大杉 立
（おおすぎ りゅう） 

第二部 八ヶ岳中央農業実践大学校校長

堀 美香
（ほり みか） 

第二部 名古屋大学環境医学研究所講師

宮川 剛
（みやかわ つよし） 

第二部 藤田医科大学教授

馬場 嘉信
（ばば よしのぶ） 

第三部 
量子科学技術研究開発機構

量子生命・医学部門

量子生命科学研究所 所長 

保柳 康一
（ほやなぎ こういち） 

第三部 信州大学理学部特任教授

信州大学名誉教授
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第 期 日本学術会議中部地区会議

運営協議会委員名簿
（令和 年 月 日～令和 年 月 日）

（令和 年 月 日現在）

科学者懇談会幹事一覧

（令和 年 月 日現在）

県名 氏 名 勤 務 先

富山県 
竹 内 章 （富山大学名誉教授） 

森 寿 富山大学 

石川県 
福 森 義 宏 （金沢大学名誉教授） 

野 村 真 理 （金沢大学名誉教授） 

福井県 
山 本 富士夫 （福井大学名誉教授） 

永 井 二 郎 福井大学 

長野県 
奥 村 幸 久 信州大学 

保 柳 康 一 （信州大学名誉教授） 

岐阜県 
仲 澤 和 馬 （岐阜大学名誉教授）

山 本 公 徳 岐阜大学 

静岡県 
鈴 木 滋 彦 静岡県立農林環境専門職

大学 
塩 尻 信 義 静岡大学 

愛知県 
松 田 正 久 （愛知教育大学名誉教授、

元学長）

和 田 肇 （名古屋大学名誉教授）

三重県 
吉 岡 基 三重大学 

瀬 戸 美奈子 三重大学 

日日本本学学術術会会議議中中部部地地区区会会議議学学術術講講演演会会ののおお知知ららせせ

令和 年度第 回日本学術会議中部地区会議学術講演会を 
下記のとおり開催いたしますので、お知らせいたします。 

記 

日 時：令和 年 月 日（金） 時～ 時 分（予定）

場 所：岐阜大学 
 

日本学術会議中部地区会議事務局
中部地区会議に関すること 〒 ‐ 名古屋市千種区不老町

は右記へ 名古屋大学研究協力部研究企画課内

科学者懇談会に関すること （ ） ‐

（ ） ‐

※日本学術会議の活動についてはホームページ ： をご覧ください。

関係部 氏 名 勤 務 先

第1部 

護 山 真 也 信州大学 

久木田 直 江 （静岡大学名誉教授） 

野 口 晃 弘 南山大学 

小 畑 郁  名古屋大学 

第2部 

大 藪 千 穂 岐阜大学 

髙 山 弘太郎 豊橋技術科学大学 

後 藤 英 仁 三重大学 

第3部 

張 勁 富山大学 

永 井 由佳里 
北陸先端科学技術大学院

大学 

西 弘 嗣 福井県立大学 

高 田 広 章 名古屋大学 

石 原 一 彰 名古屋大学 


